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郡山市 親世帯等意向調査 分析（中間報告 ） 

 

１ 数値調査 い  

（１）世帯 状況 

  年齢：「40代」 42.42％ 最 高く、「30代」、「40代」 合わせ 約80％

い ひ 

  親 理由：「離婚」 86.46％、「未婚・非婚」 10.31％ い

ひ 

  最終学歴：「高校」 52.37％ 最 高く い ひ「短大」、「大学」、「大学

院」、「専修学校・各種学校」 高校以上 進学 割合 36.30％ い ひ 

  困 い ：「家計」 45.60％ 最 高く、次い 「自身 健康」10.07％

い ひ 

  悩 事 相談 相手：「友人・知人」 44.01％ 最 高く、次い 「親族」  

   42.88％ い ひ 

 

（２）子 状況 

  小学生 い 割合：29.52％ 最 高く、小学校就学前 子 い 割合 16.60％

い ひ 

  子 関 悩 ：小学校入学前 子 場合 「特 い」 39.87％ 最 高

く、小学校以上 子 場合 「教育・進路」 割合 31.39％ 最 高く い

ひ 

  病気等 、子 自身 身 回 世話 誰 頼 ：「あ 親（別居）」

33.25％ 最 高く、次い 「あ 親（同居）」 31.04％ 、自身

親 頼 割合 約65％ い ひ 

  子 期待 最終学歴：「大学」 41.76％ 最 高く、「高専・専門学校」                

「短大」、「大学」、「大学院」 合わせ 約64％ い ひ  

 

（３）住 い 状況 

  住 い 形態：「借家・ア るト・賃貸マン ョン」 41.58％ 最 高く、次い 、

「持 家（一戸建・マン ョン）」 20.31％ い ひ 

  必要 考え 住 い 支援：「民間賃貸住宅へ 家賃補助」 64.29％ 最 高く 

   「 営住宅へ 優先入居」 10.61％ い ひ 

   、住 い 「借家・ア るト・賃貸マン ョン」 回答 人 中 、住 い 支

援 「民間賃貸住宅へ 家賃補助」 回答 人 割合：80.84％ い ひ 
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（４）就労 状況 

  現在 働 方：「働い い 」 86.22％、「無職」 8.75％ い ひ 

  就労形態：「正社員・正職員」 43.44％、「 るト・ア イト」 26.06％、 

   「派遣社員・契約社員」 12.76％ い ひ 

  働い い い理由：「病気 怪我」 29.27％、「条件 合う仕事 見 い」 

28.78％、「子 預 先 見 い」 9.27％ い ひ 

  現在 就労形態 「正社員・正職員」 回答 人 中 、 親 前 就労 

形態 「正社員・正職員」 回答 人 割合：50.49％ い ひ 

  就労形態 「正社員・正職員」 う 、仕事へ 悩 不安 い 「給料 少 い」

回答 人 割合：49.10％ い ひ 

 

（５）収入 状況 

  総収入：「100万円～200万円未 」 37.93％、「200万円～300万円未 」 29.12％

、「100万円未 」 合わせ 約80％ い ひ 

  世帯 収入 種類：「給与収入」、「児童扶養手当」、「児童手当」 ３項目 高い割

合 い ひ 

  家計 増え い 費用：「食費」27.36％、「子 教育費」25.80％、「育児

費」16.24％ 、「子 教育費」「育児費」 合わせ 約33％

い ひ               

 

（６）養育費 状況 

  養育費：「現在 定期的 受 取 い 」 24.81％、「現在、定期的 い 、

時よ受 取 い 」 4.44％ あ 、「何年間 受 取 い 、現在 受 取

い い」 9.56％、「最初 全く受 取 い い」 57.17％ 、全

体 養育費 支払わ い 割合（「現在 定期的 受 取 い 」、「現在、

定期的 い 、時よ受 取 い 」） 29.25％ い ひ 

  養育費 取決 い い理由：「相手 関わ く 」 34.86％、次い

「相手 支払う意思 能力 い 思 」 30.85％ い ひ 

  養育費 関 「取決 い い」 回答 人 う 、養育費 取決 い

「相談 い い」 回答 割合 57.45％ い ひ 

 

（７）面会交流 状況 

  面会交流：「月２回以上」 7.88％、「月１回程度」 23.84％、「２～３ 月 １回  

程度」 10.51％、「半年 １回程度」 6.46％、「１年 １回程度」 4.44％

、「面会交流 取決 」人 中 約46％ い ひ 

  面会交流 取決 い い理由：「相手 関わ く 」 39.23％、次い
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「相手 養育費 支払わ い 」 16.23％ い ひ 

  面会交流 関 、「取決 い い」 回答 人 う 、面会交流 い

「相談 い い」 回答 割合 64.98％ い ひ 

 

（８） 親家庭支援制度 状況 

  親家庭へ 支援情報 い 入手方法：「市 広報紙」 20.96％、「市

るム る 」 18.32％ い  

  知 い ・利用 あ 親世帯 関 各種制度 相談機関等：「児童

扶養手当・ 親家庭医療費助成」、「就学援助制度」以外 10％未 い

ひ 

  充実 望 支援策：「子 就学 費用 軽減さ 」 23.49％ 最

高く、次い 「住宅 探 、住宅費 軽減 支援 受

」 19.66％ い ひ 

  市 相談窓口 相談 く 方法：「土日・祝日 相談 」 33.67％ 最

高く、次い 「一箇所 い い 相談 」 21.63％ い ひ 

 

 

２ 市（行政） 対 意見・要望 い  

  先 示 う 、自由記載欄 い 「経済的支援」、「健康問題」、「住宅支援」

「相談支援体制」 い 意見 多く寄せ い ひ 

（１）経済的支援（抜粋） 

  『世帯 別 同一住所 親族 住 い 全員 収入 い親

族 支援 受 い く 児童扶養手当 全額支給停止 、母子家庭

支援 足 いひ』 

  『正社員 働 い 生 い いひ子育 不安 切 さ 感 時、少

時間 子供 一緒 いわ 、 子供 都度気持 変化 あ 、

100％ さ 考え い時 あ ひ う少 一緒 い あ い、 時間

残業 あ 夜勤 あ 、不安定 時 一緒 い いひ 切 い時

多いひ子供 大 く 反抗 多く、悩 事 多いひ』 

  『中学 教育費 対 支援 あ 程度充実 い 、高校へ 進学以降 支

援制度 少 いうえ 分 くいひ（通学用 定期代 特 負担 大 い ひ

進学 自宅 近く あ 子供 い ）学 い子供 支援

う 高等教育 費用負担 軽く う ほ い ひ』 

  『資格 キ アップ く 収入 時間 あ 何 いひ母子家庭 母さ

資格 く 正社員 採用 ほ いひ』 
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（２）健康問題（抜粋） 

  『障 い児 高齢 親 仕事 両立 大変 ひ長い時間働い 生活 余裕 持 い

、今 仕事 るト 収入 少 く、自分自身 病院通い 体 悪く

前 見え く ひ』 

  『離婚 子供 泣く 多く 、離婚 子供 負担 い

い 不安 ひ』 

  『仕事 い いう不安 一番あ ひ 年金 え い     

昨日友達 仕事中 倒 ひ』 

 

（３）住宅支援（抜粋） 

  『民間賃貸住宅 家賃補助制度等 あ 助 ひ状況 市営、県営住宅  

   難 い（親 介護等 あ ） 民間 借 様 う ひ』    

  『家賃ア るト 家賃補助 あ いい ひ実家 出 い ア るト代 払

え い 実家 出 せ ひ』 

  『家賃 補助 必要 思い ひ全員 く 所得 応 補助 あ 』 

 

（４）相談支援体制（抜粋） 

  『相談窓口 あ 小さい 子さ い 方向 様 気 ひ  

   大変 、大 く 悩 出 ひ子 低学歴 避

い 本音 ひ 気軽 相談（ネット等） 所 ほ い ひ』 

  『 親世帯 情報 活用方法 アプ ケる ョン 自分 あ 支援 分

く 別 あ 良いひ例え 自分 家族 収入状態 入力

利用 制度 出 く 』 

  『 親 子供 障害児 将来 不安ひ相談場所 違う １ 場所    

相談 う 欲 いひ』 

  『知 い制度 多い 、手続 時 案内 ほ いひ書面 案内 届く 、分

い 多いひ』 

  『同 う 不安 い 親 知 合い い い 、交流 機会     

くさ う ほ い ひ仕事 、家庭 事情 参加 時間、日程

思う 、い 曜日、時間 開催 ほ い 思い ひ』 

  


